
「見える化」による低廉不動産の流通化と「実家信託」の普及による不動産凍結防止

課題と目的 ①低廉不動産の流通難に対して、物件の「見える化」により流通促進を図る。
②認知症などによる不動産の凍結」に対して「実家信託」を用いて予防する。

取組内容 ➀安心して取引ができるよう、物件の状態や売買に係る費用を調査し、物件ごとにコンサルティングを行い、所有者に物
件の価値等を確認してもらい、現在の流通の方向性を示すとともに、次年度開設予定の空き家バンクのデータ整備等を
図った。

②実家信託の研究と普及啓発のためのツールの作成を行った。

成果 ➀総合相談問診票の作成により、行政と連携した効率の良い調査
空き家の状況ごとに振り分けを実施し調査を効率化
ドーナツグラフによる費用の見える化

②セミナーや出前講座で使用する「わが家の終活シート」の作成
一般向け及び専門家向けの「実家信託」セミナーの啓発
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